
万国の労働者団結せよ！　万国の労働者と被抑圧民族団結せよ！
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強
制
捜
索
を
糾
弾
！

さ
る
三
月
二
十
六
日
早
朝
、
京

都
・
神
奈
川
・
山
口
・
島
根
の
各

府
県
警
に
よ
る
合
同
捜
査
本
部

は
、
在
日
本
朝
鮮
人
総
聯
合
会

（
以
下
、
朝
鮮
総
聯
）
中
央
常
任

委
員
会
の
許ホ

宗ジ
ョ
ン

萬マ
ン

議
長
と
南ナ
ム

昇ス
ン

祐ウ

副
議
長
の
自
宅
を
強
制
捜
索
す

る
と
い
う
大
暴
挙
を
は
た
ら
い

た
。
同
じ
日
、
二
〇
一
〇
年
に
朝

鮮
産
松
茸
を
「
不
正
」
輸
入
し
た

と
い
う
外
為
法
違
反
嫌
疑
で
貿
易

会
社
と
そ
の
社
長
宅
も
強
制
捜
索

を
受
け
、
社
長
お
よ
び
社
員
一
名

が
逮
捕
さ
れ
た
。
総
聯
議
長
・
副

議
長
宅
へ
の
家
宅
捜
索
は
、
そ
の

関
連
嫌
疑
と
い
う
名
目
で
あ
っ

た
。
こ
の
朝
鮮
産
松
茸
の
「
不

正
」
輸
入
嫌
疑
に
つ
い
て
は
、
昨

年
五
月
に
も
大
規
模
な
強
制
捜
索

が
朝
鮮
総
聯
関
連
企
業
と
総
聯
活

動
家
た
ち
の
自
宅
に
対
し
て
強
行

さ
れ
て
お
り
、
今
回
の
朝
鮮
総
聯

議
長
・
副
議
長
宅
へ
の
強
制
捜
索

は
、
こ
の
前
回
の
弾
圧
を
拡
大
し

た
も
の
で
あ
る
。し
か
も
、五
年
も

前
の「
嫌
疑
」を
持
ち
出
し「
事
件

化
」す
る
手
口
は
、第
一
次
安
倍
政

権
時
の
漆
間
・
警
察
庁
長
官
が
〇

七
年
年
頭
記
者
会
見
で
明
ら
か
に

し
た
「
北
朝
鮮
の
資
金
源
に
つ
い

て
、『
こ
こ
ま
で
や
ら
れ
る
の
か
』と

相
手
が
思
う
よ
う
に
事
件
化
し
て
、

実
態
を
明
ら
か
に
す
る
の
が
有
効

だ
」
と
の
手
口
の
再
来
を
思
わ
せ

る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
的
弾
圧
で
あ
る
。

日
朝
合
意
文
の
真
実

今
回
の
朝
鮮
総
聯
議
長
・
副
議
長

宅
へ
の
強
制
捜
索
は
、
昨
年
五
月

の
日
朝
政
府
間
の
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル

ム
合
意
に
も
と
づ
く
朝
鮮
民
主
主

義
人
民
共
和
国
（
以
下
、
朝
鮮
）

の
包
括
的
か
つ
全
面
的
な
再
調
査

が
進
行
し
て
い
る
さ
な
か
に
引
き

起
こ
さ
れ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
、
こ

こ
で
日
朝
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
合
意

文
に
ど
の
よ
う
な
文
言
が
書
か
れ

て
い
る
の
か
、
こ
の
文
言
に
照
ら

し
て
合
意
を
一
方
的
に
破
壊
す
る

行
為
に
出
た
の
は
日
・
朝
ど
ち
ら

の
側
な
の
か
を
、
以
下
、
検
証
し

て
み
る
（
次
頁
に
合
意
文
全
文
を

掲
載
）。「
日
朝
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム

合
意
は
、
前
文
、
日
本
側
の
行
動

措
置
、
朝
鮮
側
の
行
動
措
置
の
三

部
構
成
に
な
っ
て
い
る
。

前
文
で
は
《
双
方
は
日
朝
平
壌
宣

言
に
則
っ
て
、
不
幸
な
過
去
を
清

算
し
、
懸
案
事
項
を
解
決
し
、
国

交
正
常
化
を
実
現
す
る
た
め
に
、

真
摯
に
協
議
を
行
っ
た
》
と
し

て
、
こ
の
合
意
が
日
朝
平
壌
宣
言

に
も
と
づ
き
日
朝
国
交
正
常
化
ま

で
を
視
野
に
入
れ
た
も
の
で
あ
る

こ
と
を
闡
明
し
て
い
る
。
そ
の
う

え
で
、《
日
本
側
は
、
北
朝
鮮
側

に
対
し
、
１
９
４
５
年
前
後
に
北

朝
鮮
域
内
で
死
亡
し
た
日
本
人
の

遺
骨
及
び
墓
地
、
残
留
日
本
人
、

い
わ
ゆ
る
日
本
人
配
偶
者
、
拉
致

被
害
者
及
び
行
方
不
明
者
を
含
む

全
て
の
日
本
人
に
関
す
る
調
査
を
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要
請
し
た
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》
と
し
て
、
日
本
政
府

か
ら
全
て
の
日
本
人
に
関
す
る
調

査
（
拉
致
被
害
者
の
調
査
だ
け
で

は
な
い
、
し
か
も
拉
致
被
害
者
は

ト
ッ
プ
で
は
な
く
四
番
目
に
置
か

れ
て
い
る
）
要
請
が
あ
っ
た
と
明

記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
日
本
政

府
・
マ
ス
コ
ミ
は
、
こ
れ
を
「
拉

致
再
調
査
」
で
合
意
し
た
と
言
い

換
え
、
こ
ん
に
ち
ま
で
日
朝
ス
ト

ッ
ク
ホ
ル
ム
合
意
と
い
え
ば
、

「
拉
致
再
調
査
」
だ
け
の
履
行
と

い
う
フ
レ
ー
ム
ア
ッ
プ
を
訂
正
し

て
い
な
い
。

つ
ぎ
に
日
本
側
の
行
動
措
置
で

は
、
七
項
ま
で
あ
る
行
動
措
置
の

な
か
に
「
行
方
不
明
者
」
の
文
言

（
第
四
項
）
は
あ
っ
て
も
「
拉
致

被
害
者
」
の
文
言
は
な
い
。
大
切

な
の
は
第
一
項
に
あ
る
《
北
朝
鮮

側
と
共
に
、
日
朝
平
壌
宣
言
に
則

っ
て
、
不
幸
な
過
去
を
清
算
し
、

懸
案
事
項
を
解
決
し
、
国
交
正
常

化
を
実
現
す
る
意
思
を
改
め
て
明

ら
か
に
し
、
日
朝
間
の
信
頼
を
醸

成
し
関
係
改
善
を
目
指
す
た
め
、

誠
実
に
臨
む
こ
と
と
し
た
》
の
部

分
で
あ
る
。
こ
の
基
本
姿
勢
に
照

ら
す
な
ら
ば
、
今
回
の
朝
鮮
総
聯

議
長
・
副
議
長
宅
へ
の
強
制
捜
索

が
、「
誠
実
」
さ
の
か
け
ら
も
な

い
、
日
朝
間
の
信
頼
関
係
を
ぶ
ち

壊
し
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の
は

明
ら
か
で
は
な
い
か
。

ま
た
朝
鮮
側
の
行
動
措
置
で
は
、

第
一
項
に
《
１
９
４
５
年
前
後
に

北
朝
鮮
域
内
で
死
亡
し
た
日
本
人

の
遺
骨
及
び
墓
地
、
残
留
日
本

人
、
い
わ
ゆ
る
日
本
人
配
偶
者
、

拉
致
被
害
者
及
び
行
方
不
明
者
を

含
む
全
て
の
日
本
人
に
関
す
る
調

査
を
包
括
的
か
つ
全
面
的
に
実
施

す
る
こ
と
と
し
た
》。
さ
ら
に
第

二
項
に
《
調
査
は
一
部
の
調
査
の

み
を
優
先
す
る
の
で
は
な
く
、
全

て
の
分
野
に
つ
い
て
、
同
時
並
行

的
に
行
う
こ
と
と
し
た
》
と
明
記

さ
れ
て
い
る
。
日
朝
ス
ト
ッ
ク
ホ

ル
ム
合
意
が
「
拉
致
再
調
査
」
だ

け
で
合
意
し
た
も
の
で
は
な
く
、

包
括
的
・
全
面
的
で
同
時
並
行
的

な
調
査
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
こ

と
は
、こ
れ
で
明
ら
か
だ
。

従
来
の
立
場
は
、あ
る

さ
ら
に
日
朝
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
合

意
で
、
わ
れ
わ
れ
日
本
労
働
者
階

級
人
民
が
決
し
て
見
落
と
し
て
は

な
ら
な
い
の
が
、
前
文
に
あ
る

《
北
朝
鮮
側
は
、
過
去
北
朝
鮮
側

が
拉
致
問
題
に
関
し
て
傾
け
て
き

た
努
力
を
日
本
側
が
認
め
た
こ
と

を
評
価
し
、
従
来
の
立
場
は
あ
る
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も
の
の
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、
全
て
の
日
本
人
に
関
す

る
調
査
を
包
括
的
か
つ
全
面
的
に

実
施
し
、
最
終
的
に
、
日
本
人
に

関
す
る
全
て
の
問
題
を
解
決
す
る

意
思
を
表
明
し
た
》
と
い
う
部
分

の
、「
従
来
の
立
場
は
あ
る
も
の

の
」
に
籠
め
ら
れ
た
意
味
だ
。
朝

鮮
側
の
い
う
「
従
来
の
立
場
」
と

は
な
に
か
？
　
そ
れ
は
、
日
本
帝

国
主
義
が
朝
鮮
を
侵
略
植
民
地
支

配
し
た
過
去
清
算
の
課
題
で
あ

り
、
戦
後
七
〇
年
の
こ
ん
に
ち
も

解
決
さ
れ
な
い
戦
争
責
任
・
戦
後

責
任
の
課
題
で
あ
る
（
次
頁
の

『
朝
鮮
新
報
』
記
事
参
照
）。
こ
れ

ら
の
課
題
は
、
日
本
労
働
者
階
級

人
民
を
し
て
日
本
政
府
に
果
た
さ

せ
て
い
な
い
わ
れ
わ
れ
自
身
の
懸

案
課
題
な
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
日
朝
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
合
意

は
、《
日
本
人
に
関
す
る
全
て
の

問
題
を
解
決
す
る
》
た
め
の
日
朝

合
意
な
の
で
あ
り
、
朝
鮮
人
に
関

す
る
全
て
の
問
題
を
解
決
す
る
た

め
の
日
朝
合
意
は
ま
だ
結
ば
れ
て

い
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ

の
《
日
本
人
に
関
す
る
全
て
の
問

題
を
解
決
す
る
》
日
朝
合
意
す

ら
、
朝
鮮
総
聯
議
長
と
副
議
長
宅

を
強
制
捜
索
す
る
蛮
行
を
は
た
ら

い
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
政
府

み
ず
か
ら
の
手
で
破
壊
し
て
し
ま

っ
た
。

日
本
の
警
察
当
局
が
こ
う
し
た
大

暴
挙
を
は
た
ら
い
た
背
景
に
は
、

こ
の
日
朝
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
合
意

を
反
故
に
し
、
そ
の
責
任
の
一
切

を
朝
鮮
側
に
な
す
り
つ
け
、
対
朝

鮮
「
制
裁
」
を
延
長
し
、
朝
鮮
バ

ッ
シ
ン
グ
を
一
段
と
強
化
し
て
、

集
団
的
自
衛
権
行
使
の
た
め
の
関

連
法
改
悪
を
容
易
に
進
め
よ
う
と

す
る
安
倍
政
権
の
悪
辣
な
魂
胆
が

透
け
て
見
え
る
。
わ
れ
わ
れ
は
日

本
の
労
働
者
階
級
の
一
員
と
し

て
、
今
後
予
想
さ
れ
る
対
朝
鮮
バ

ッ
シ
ン
グ
を
許
さ
ず
、
朝
鮮
労
働

者
階
級
人
民
と
の
国
際
主
義
的
な

団
結
を
打
ち
固
め
て
い
こ
う
！

〈
活
動
家
集
団 

思
想
運
動
〉
常
任

運
営
委
員
会

機
関
紙
誌
拡
大
運
動
ス
タ
ー
ト

●2015年４月15日号　おもな内容●

＜労働＞メトロコマース支部が全日スト決行 ………………………………………２面

＜大衆運動＞日本郵政による非正規社員の使い捨てに抗議する ……………３面

＜大衆運動＞「大阪維新の会」延命の矛盾を断ち切る ……………………………３面

＜拡大運動＞『思想運動』にのぞむこと──山口正紀、森本孝子 ………………４面

＜ＨＯＷＳ＞ＨＯＷＳ₂₀₁₅年前期講座に参加を ……………………………………５面

＜労働＞労働者通信＝「残業代ゼロ」制度を先行させた現場から ……………６面

＜文化＞映画時評＝『パリよ、永遠に』 …………………………………………………７面

＜文化＞美術展紹介＝『鳥獣戯画展』 …………………………………………８面

「
相
撲
」〔部
分
〕（『
鳥
獣
戯
画
』甲
巻
よ
り　

関
連
記
事
８
面
）

日
朝
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
合
意
を
破
壊
す
る
日
本
政
府
の
大
暴
挙

朝
鮮
総
聯
議
長
に
対
す
る
弾
圧
を
糾
弾
す
る
！

『
鳥
獣
戯
画
』に
何
を
見
出
す
か
。一
見
、動
物
た
ち
が
の
ど
か
に
相
撲
を

と
っ
て
い
る
よ
う
だ
。し
か
し
、猿
・
兎
・
蛙
と
い
う
序
列
に
よ
る
階
層
社

会
を
生
き
抜
く
様
が
描
か
れ
て
い
る
│
│
そ
う
見
る
と
一
転
、蛙
が
兎

の
耳
に
食
ら
い
つ
く
場
面
は
、必
死
の
闘
争
の
様
相
を
呈
し
て
く
る
。花

田
清
輝
は
そ
う
し
た
見
方
か
ら
、〝
い
ま
〞と
い
う
時
代
を
生
き
抜
く
大

衆
の
力
を
見
出
し
た
。こ
の
絵
を
生
み
出
し
た
の
は
、社
会
の
下
層
に
置

か
れ
抑
圧
さ
れ
た
人
び
と
だ
。社
会
の
人
・
事
の
描
写
、あ
る
い
は
批
判

を〝
擬
獣
化
〞し
て
描
き
出
し
痛
烈
に
笑
い
飛
ば
し
た
。そ
の
笑
い
の
力

は
不
当
な
支
配
・
収
奪
へ
の
怒
り
、日
々
の
や
り
き
れ
な
さ
を
乗
り
越
え

な
が
ら
、変
革
の
力
を
増
殖
さ
せ
て
い
く
も
の
と
も
な
っ
た
。そ
こ
に
は

い
ま
わ
た
し
た
ち
が
学
ぶ
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。 

【
編
集
部
】


